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「これが全ての始まり」
（榴ケ岡）

ペンネーム：芝さん

「ラーハウザーから望む中高跡地」
（現仙台トラストタワー）

ペンネーム：Kuringo

「Turn over a new leaf」
（榴ケ岡）

ペンネーム：YUKA
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「虹の架け橋」
（中高）

ペンネーム：さとゆ

第一回グランプリ作品
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スタートスタート
新しい年のスタート！

神さまがずっといっしょだよ。 もう一回サイコロもう一回サイコロ

もう一回サイコロもう一回サイコロ

元気な
あいさつで
気持ちも
ぽかぽか

お花にお水を
あげたよ。かみ
さまがつくった
自然をだいじに

したよ。
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前 期 イースター礼拝イースター礼拝
４月18日

幼稚園

土樋キャンパス訪問土樋キャンパス訪問

ありがとうの気持ち伝えたよ！ありがとうの気持ち伝えたよ！
２マスすすむ２マスすすむ

５月１日幼稚園

⑥⑥
大学・礼拝堂の訪問をとて

も楽しみにしていた子どもた
ち。バスから降りて、本館前
にて原田理事長先生、大西院
長先生に感謝の気持ちを込め
て、花束と絵手紙をお渡しし
ました。礼拝堂では綺麗なス
テンドグラスや大きな建物に
感動し、みんなで礼拝を守る
貴重な経験となりました。

イエス様の復活をお祝い！イエス様の復活をお祝い！
２マスすすむ２マスすすむ

幼稚園にとって今年度初のキリスト教行事
「イースター礼拝」がありました。４月に入園した
新入児の子どもたちも初めて一緒に礼拝を守り、
イースターをお祝いしました。宗教センターチャ
プレンの佐藤由子先生にお話をいただき、熱心に
聞く子どもたち。最後に彩とりどりのイースター
エッグをもらって、嬉しそうに持ち帰りました。

創立記念日の５月15日、私
たち代議員が各クラスを代表し
て、北山にあるシュネーダー先
生の墓前で礼拝をささげまし
た。この礼拝では、日本基督教
団泉高森教会の長手陽介牧師を
お招きし、「雲の柱、火の柱」と
題して説教をしていただきまし
た。礼拝中、三校祖に対して、
今年度も創立記念日を迎えられ
たことへの感謝を伝えました。
また、「隣人への愛の精神を培
い」、建学の精神による「文化の
発展と福祉に貢献する人材」と
なれるように日々の学校生活を
大切にし、この学校を卒業して
いきたいと考えました。

（３年次　柴谷琉清）

春の伝道礼拝には東日本の各地
で牧師として働いている先生がた
に講師を依頼しています。5月21
日（五橋）では仙台市内から田所義
郎牧師（日本バプテスト尚絅教会）
を、翌22日（土樋）に岩手から鈴木
道也牧師（日本基督教団花巻教会）
を講師にお招きしました。今年の
講師の先生がたは、それぞれ中学・
高校で聖書を教えておられ、地域
そして時代を作り変えていくため
に奮い立てと、「若者」を念頭に置
かれた話をしてくださいました。

聖霊が降り、「老人は夢を見、若者は幻を見る」
（ヨエル3 : 1）。キリストの昇天後、途方に暮れ
ていた弟子たちにも聖霊が注がれました。この
出来事を記念するのが、キリスト教会の誕生日
ともいえるペンテコステです。

生徒の皆さんにも、それぞれ誕生日があり
ます。その日を迎えるたびに、私たちは神さま
からの新しい祝福を受けて、新たな一年を歩み
始めます。皆さんのこの一年の祝福された歩み
を覚え、心を合わせてお祈りしましょう。

ペンテコステ礼拝
（日本基督教団塩釜東教会牧師 多田裕志先生）

創立者に感謝し祈った日。創立者に感謝し祈った日。
２マスすすむ２マスすすむ

⑨⑨

校祖墓前礼拝校祖墓前礼拝
５月15日

榴ケ岡

ペンテコステ礼拝ペンテコステ礼拝
６月10日中 高

聖霊がくださった日。聖霊がくださった日。
教会の誕生日だよ。教会の誕生日だよ。

１マスすすむ１マスすすむ

心にひびく聖書のおはなし。心にひびく聖書のおはなし。
１マスすすむ１マスすすむ

⑫⑫

春季特別伝道礼拝春季特別伝道礼拝
5月21・22日大 学
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サマーカレッジサマーカレッジ
８月７・８日

神様のことを知る２日間！神様のことを知る２日間！
ゴールへジャンプ！ゴールへジャンプ！

大 学

ゴールゴール
神さまと歩んだ前期。
神さま、ありがとう！

１回やすむ１回やすむ

１回やすむ１回やすむ

まいごのひつじ
をさがそう！

夏休み！
祈りとともに

リフレッシュ！
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⑲⑲ ⑳⑳

1マスすすむ1マスすすむ

おいのりしたら、
心がふんわり

やさしくなった！
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G O A L

まいごのひつじをさがそう！

夏の青年会修養会夏の青年会修養会
８月５日・６日

中 高

㉓㉓

創立記念日の５月15日、私
たち代議員が各クラスを代表し
て、北山にあるシュネーダー先
生の墓前で礼拝をささげまし
た。この礼拝では、日本基督教
団泉高森教会の長手陽介牧師を
お招きし、「雲の柱、火の柱」と
題して説教をしていただきまし
た。礼拝中、三校祖に対して、
今年度も創立記念日を迎えられ
たことへの感謝を伝えました。
また、「隣人への愛の精神を培
い」、建学の精神による「文化の
発展と福祉に貢献する人材」と
なれるように日々の学校生活を
大切にし、この学校を卒業して
いきたいと考えました。

（３年次　柴谷琉清）

伝道週間の礼拝は、教室での礼拝でし
たが、みんな真剣に取り組んでいました。
礼拝説教では、聖書の箇所と私たちが知っ
ているものとを結びつけて話されており、
聖書やキリスト教への知識の有無にかか
わらず内容を理解しやすく、キリスト教
への興味を持つきっかけとして良いと思
いました。その中で心に残ったのは、今
年の戦没者追悼式で朗読された「おばあ
ちゃんの歌」の一部で、私は沖縄戦が悲惨
な戦争であったと知ると同時に、平和に
生きることの重要性を感じました。

（１年次  船山大喜）

伝 道 週 間伝 道 週 間
７月11～17日榴ケ岡

イエス様の話をじっくり聞いたよ。イエス様の話をじっくり聞いたよ。
２マスすすむ２マスすすむ

８月５日（火）から１泊２日で中学生４名、高校生３名を引率
し修養会を実施しました。

２日目、宿の前の金華山をバックに写真を撮り給分浜へ向か
いました。震災で亡くなった同窓生が居住し亡くなった場所で
す。現在はきれいに整備され、人が居住する雰囲気はないとこ
ろでしたが、確かにこの給分浜で生まれ育ち命を落とした場所
であることを心に留め、全員で防波堤に上がり、しばらくの黙
祷を捧げました。牡鹿半島の地形ゆえに、復興が遅れ気味で、
ただその拠点となったのが私たちが宿泊したホテルであったこ
と、断崖絶壁の土地柄ゆえ小さな集落が点在しすぐに高台に避
難し、被害は受けたものの死者は少なかったこと、少子高齢化
のスピードが止まらないながらもホエールランドや慶長使節船
ミュージアムを復活させ、地域をあげて頑張っている地域の姿
が印象的でした。生徒たちも初めて訪れた生徒がほとんどで、
また何よりも７名の参加者のうち震災の時、まだ生まれていな
いのが４名ということで、しっかりと現地へ出向き伝承する大
切さを想いながら過ごした２日間でした。

仲間と学び、祈った２日間！仲間と学び、祈った２日間！
１マスすすむ１マスすすむ

８月７日（木）～８日（金）、第50回サマーカ
レッジを開催しました。「東北学院と東日本大震
災」というテーマで、震災時の東北学院の被災状
況、またボランティア活動の取り組みなどを学
びました。約40名の学生・教職員が参加し、充
実した時となりました。

聖霊が降り、「老人は夢を見、若者は幻を見る」
（ヨエル3 : 1）。キリストの昇天後、途方に暮れ
ていた弟子たちにも聖霊が注がれました。この
出来事を記念するのが、キリスト教会の誕生日
ともいえるペンテコステです。

生徒の皆さんにも、それぞれ誕生日があり
ます。その日を迎えるたびに、私たちは神さま
からの新しい祝福を受けて、新たな一年を歩み
始めます。皆さんのこの一年の祝福された歩み
を覚え、心を合わせてお祈りしましょう。

ペンテコステ礼拝
（日本基督教団塩釜東教会牧師 多田裕志先生）

⑱⑱



English × Culture × ChristianityEnglish × Culture × Christianity

コラボ授業を通して英語礼拝を深めるコラボ授業を通して英語礼拝を深める English caféを通して得た学びEnglish caféを通して得た学び

年中児を対象とした英語活動「わくわくEnglish」では、
「異文化体験を通して国際的な視野を広げ、将来にわたり
隣人愛の精神をもって生きる基盤を育むこと」そして「英
語に触れ、楽しみながら親しむこと」を目標に、日々の学
びが行われています。

2024年度からは、大学のTGCF（Tohoku Gakuin Christian 
Fellowship）にご協力いただいている宣教師の方々をゲス
トにお迎えし、より豊かな異文化体験が取り入れられて

います。具体的には、世界地図からゲ
ストの出身国を探し、日本との位置関
係を知り、出身国の暮らしや文化につ
いてお話を聞くことを通して、世界を
身近に感じる時間となっています。

６月には、アメリカ・フロリダ州から来られた学生宣
教師チームをゲストに迎え、年中・年長の合同クラスで
活動が行われました。これまでに覚えた英単語を使った
ゲームでは、「 I like ○○」をテーマに
園児が学生の元に集まりグループを作
りました。初めて外国の方と触れ合う
園児もすぐに自分から「Red!」と声を出
す姿も見られ、その後、「Jesus Loves 
Me（主、われを愛す）」の歌をみんなで一緒に歌うなど、
子どもたちは学びを“実際に使う” 楽しさを味わい、笑顔
あふれるひとときとなりました。

(宗教センターチャプレン 佐藤由子)

本校では月に１回朝の礼拝で、英
語科の高木ジョナ先生による「英語礼
拝」が行われています。敬虔なクリス
チャンである先生の深い信仰が、ネ
イティヴの英語により語りかけられ
る貴重な機会となっています。また
今年度より英語讃美歌を改訂した関
係で、中１を対象に総合英会話（ジョ
ナ先生）と音楽（鈴木）で「Amazing 
grace」を題材としたコラボ授業を行
いました。音楽では「曲の譜読み」「作
詞者ジョン・ニュートンの生い立ち

（調べてスライドにまとめる）」、総合英会話では「発音や
意味の理解」「ジョン・ニュートンに関わる動画（英語）の
視聴」、最後にまとめとして「仕上げ合唱（VTRに録音）」

「スライドの発表」「振り返り」を行うことにより、讃美歌
への深い理解と、礼拝に対する意識を高めることができ
ました。

（音楽科教諭・宗教部副部長 鈴木雅光）

榴ケ岡高校の聖書科では、１年
次後期からギデオン協会から贈呈
された聖書を用いて、聖句を英語
で読んでいます。また授業の中で、

「主の祈り」を英語で祈ります。
生徒から「英語で聖書を読みた

い」という要望があったので、英
語で聖書を読み、英語で主の祈り
をささげるというプログラムにし
ました。今は、マタイによる福音
書の「山上の説教」を少しずつ読み
進めています。

（宗教主任 西間木順）

＜生徒の感想＞
毎週水曜日の礼拝前の祈祷会では聖書を英語で読んで

います。私は英語が好きなので、今の祈祷会の形はかなり
気に入っています。そして、英語で読むことによって普段
触れることのない単語に出会うことができたり、日本語で
読むときと違った聖書の言葉の受け取り方ができるといっ
た英語で読むからこその魅力があるので、これからも朝の
祈祷会の時間を大切にしていきたいと思います。

（３年次 三浦万里奈）

今回参加したSpecial English Caféは、これまでの
English Caféで培ってきた英語力の集大成であり、実
際に留学しているかのような貴重な経験でした。内容
もかなり濃い新約聖書の内容で、まさに海外神学校の
講義を体験しているようでした。これまでのEnglish 
cafeでは、様々な宣教師、宣教団体の人と知り合い、
世界中の人とコネクションが繋がりました。その中で、
彼らに日本のキリスト教のことを伝えたい、彼らの国
のキリスト教を知りたいという明確な動機付けのも
と、英語を頑張ることができました。そのおかげもあ
り、後期から台湾へ留学します。English Caféでの経
験を生かして頑張ってきます。

（国際教養学科３年 渡部結実）

中 高
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